
(様式２)

音楽(器楽合奏) 観点別評価

選定の観点 教出 教芸

1 学習指導要領に示されている音楽科の目標達成に結び付く内容になっているか。 〇 〇

2 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫がされているか。 〇 ◎

3
「知識及び技能」の習得と「思考力・判断力・表現力等」の育成をバランスよく図るための工夫がされている
か。

〇 ◎

4 言語活動の定着を図るための配慮がなされているか。 〇 〇

5
学習への興味・関心を高めるとともに、学びを深めるために、デジタルコンテンツ機器を適切に活用すること
ができる配慮がなされているか。

〇 〇

6
SDGｓなど、今日的課題が取り上げられ、生徒が興味・関心を持ち、主体的に学ぶとともに発展的な学習も行う
ことができる工夫がされているか。

〇 〇

1
音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を豊かに
し、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う工夫がなされているか。

〇 〇

2 表現及び鑑賞の活動を通して、〔共通事項〕を身に付けることができるような配慮がなされているか。 〇 〇

3
音楽に関する歴史や文化的意義、生活や社会において音や音楽が果たしている役割を、表現や鑑賞の活動を通
して、自己との関わりの中で理解できるような内容となっているか。

〇 〇

4
音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を伴いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことができ
るような工夫がなされているか。

〇 〇

5
音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるような内容となっている
か。

◎ 〇

6
音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図るなど、音楽科の特質に応じた言語活動が適切に位置付けら
れているか。

〇 〇

7
我が国や郷土の伝統的な音楽の学習を通して、我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、そのよさを味わい、愛着を
もつことができるような工夫がなされているか。

◎ 〇

1 内容の量と学習時間が適切に配当されているか。 △ 〇

2 生徒の発達段階に即し、系統的、発展的に構成されているか。 △ 〇

1 表記や表現について、文書や挿絵、写真等の使用が適切であるか。 △ 〇

2 文字の大きさ、字間、行間などは適切であるか。 △ 〇

3 ユニバーサルデザインの観点から文字の大きさ、色の使用、紙面の構成などについて、配慮されているか。 △ 〇
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